
（単位：百万円）

資産の部

現金及び預貯金 3,859 5,285

有価証券 80,608 83,551

有形固定資産 384 462

無形固定資産 3,632 5,130

その他資産 14,947 14,456

繰延税金資産 5,949 5,308

資産の部合計 109,382 114,196

負債の部

保険契約準備金 84,978 91,372

支払備金 20,904 23,230

責任準備金 64,073 68,141

その他負債 6,212 4,364

未払法人税等 789 172

その他の負債 5,423 4,191

退職給付引当金 644 685

役員退職慰労引当金 34 38

賞与引当金 695 366

特別法上の準備金 43 56

価格変動準備金 43 56

負債の部合計 92,609 96,883

純資産の部

株主資本

資本金 20,000 20,000

資本剰余金 20,000 20,000

利益剰余金 △ 23,246 △ 22,716

株主資本合計 16,753 17,283

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19 30

評価・換算差額等合計 19 30

純資産の部合計 16,772 17,313

109,382 114,196負債及び純資産の部合計

四半期貸借対照表

前事業年度 当第３四半期会計期間
(平成23年3月31日） (平成23年12月31日）
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（単位：百万円）

経常収益 55,603 60,144

保険引受収益 55,015 59,449

（うち正味収入保険料） 54,993 59,426

（うち積立保険料等運用益） 22 23

資産運用収益 570 650

（うち利息及び配当金収入） 584 647

（うち有価証券売却益） 3 23

（うち積立保険料等運用益振替） △ 22 △ 23

その他経常収益 16 43

経常費用 53,286 58,449

保険引受費用 40,472 44,189

（うち正味支払保険金） 29,326 32,951

（うち損害調査費） 3,541 3,797

（うち諸手数料及び集金費） 1,004 1,045

（うち支払備金繰入額） 1,446 2,325

（うち責任準備金繰入額） 5,153 4,068

資産運用費用 - 2

（うち有価証券売却損） - 0

営業費及び一般管理費 12,780 14,207

その他経常費用 33 51

経常利益 2,316 1,694

特別利益 - -

特別損失 47 12

固定資産処分損 35 0

特別法上の準備金繰入額 11 12

価格変動準備金繰入額 11 12

2,269 1,681

法人税及び住民税 911 514

法人税等調整額 △ 70 638

法人税等合計 840 1,152

四半期純利益 1,428 529

四半期損益計算書

税引前四半期純利益

（自　平成22年４月１日

  至　平成22年12月31日）

（自　平成23年４月１日

  至　平成23年12月31日）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
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（単位：百万円）

　　　　　　　　期　　別

科　　　　目

54,596 58,812 4,216 7.7 %

( 54,596) ( 58,812) ( 4,216) ( 7.7)

55,015 59,449 4,434 8.1

(うち 正 味 収 入 保 険 料 ) ( 54,993) ( 59,426) ( 4,432) ( 8.1)

40,472 44,189 3,716 9.2

(うち 正 味 支 払 保 険 金 ) ( 29,326) ( 32,951) ( 3,624) ( 12.4)

(うち 損 害 調 査 費 ) ( 3,541) ( 3,797) ( 256) ( 7.2)

(うち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ) ( 1,004) ( 1,045) ( 41) ( 4.1)

570 650 80 14.0

(うち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ) ( 584) ( 647) ( 62) ( 10.7)

(うち 有 価 証 券 売 却 益 ) ( 3) ( 23) ( 20) ( 653.2)

－ 2 2 － 

(うち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( － ) ( 0) ( 0) ( － )

12,780 14,207 1,426 11.2

( 12,721) ( 14,127) （ 1,405) ( 11.0)

△ 16 △ 7 9 － 

2,316 1,694 △ 622 △ 26.9

( 1,820) ( 1,112) （ △ 708) ( △ 38.9)

－ － － － 

47 12 △ 35 △ 73.7

△ 47 △ 12 35 － 

2,269 1,681 △ 587 △ 25.9

911 514 △ 396 △ 43.5

△ 70 638 708 － 

840 1,152 311 37.1

1,428 529 △ 898 △ 62.9

59.8% 61.8%

25.0% 25.5%

（注）１．保険引受利益 ＝ 保険引受収益 －（保険引受費用 ＋ 保険引受に係る営業費及び一般管理費）± その他収支

   なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

２．諸比率は次の算式によっております。

正味損害率＝（正味支払保険金 ＋ 損害調査費 ）÷ 正味収入保険料 × 100

正味事業費率＝（諸手数料及び集金費 ＋ 保険引受に係る営業費及び一般管理費 ）÷ 正味収入保険料 × 100

(自 平成22年４月１日 (自 平成23年４月１日

特 別 損 失

特 別 損 益

保 険 引 受 収 益

保 険 引 受 費 用

資 産 運 用 収 益

資 産 運 用 費 用

当四半期の損益状況

税 引 前 四 半 期 純 利 益

  至 平成23年12月31日)

比較増減 増減率

前第３四半期累計期間

  至 平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

そ の 他 経 常 損 益

法 人 税 等 調 整 額

特
別
損
益

法 人 税 及 び 住 民 税

元受正味保険料(含む収入積立保険料)

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

経
　
　
　
　
　
　
　
常
　
　
　
　
　
　
　
損
　
　
　
　
　
　
　
益

（保険引受に係る営業費及び一般管理費）

経 常 利 益

（ 保 険 引 受 利 益 ）

特 別 利 益

諸
比
率

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 利 益

正 味 損 害 率

正 味 事 業 費 率
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元受正味保険料

（単位：百万円）

期　別

種　目

% % % %

火 災 120 0.2 △ 44.3 118 0.2 △ 1.5

海 上 － － － － － －

傷 害 5,339 9.8 2.9 5,517 9.4 3.3

自 動 車 49,136 90.0 9.8 53,177 90.4 8.2

自動車損害賠償責任 － － － － － －

合 計 54,596 100.0 8.9 58,812 100.0 7.7

正味収入保険料

（単位：百万円）

期　別

種　目

% % % %

火 災 5 0.0 △ 43.0 68 0.1

海 上 2 0.0 － 50 0.1

傷 害 5,507 10.0 2.7 5,681 9.6 3.2

自 動 車 48,934 89.0 9.8 52,978 89.2 8.3

自動車損害賠償責任 543 1.0 16.0 647 1.1 19.1

合 計 54,993 100.0 9.1 59,426 100.0 8.1

正味支払保険金

（単位：百万円）

期　別

% % % %

火 災 0 172.4 109.1 40 60.5

海 上 10 371.6 462.9 104 856.3 206.7

傷 害 1,179 6.5 24.1 1,352 14.7 26.5

自 動 車 27,633 15.7 63.4 30,806 11.5 65.0

自動車損害賠償責任 502 25.9 92.5 647 28.8 100.0

合 計 29,326 15.5 59.8 32,951 12.4 61.8

種目別保険料・保険金

種　目 金　額

前第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

当第３四半期累計期間前第３四半期累計期間

金　額 構成比

金　額 構成比 増減率 金　額

(自　平成22年４月１日

  至　平成22年12月31日)

増減率 金　額

(自　平成23年４月１日

  至　平成23年12月31日)

増減率
正　味
損害率

(自　平成23年４月１日

  至　平成22年12月31日)   至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間

2,041.2

構成比 増減率

構成比 増減率

35,059.1

1,119.2

(自　平成22年４月１日

  至　平成22年12月31日)

(自　平成23年４月１日

  至　平成23年12月31日)

増減率
正　味
損害率

(自　平成22年４月１日

金　額
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（単位：百万円）

前事業年度 当第３四半期会計期間

（平成23年3月31日） （平成23年12月31日）

(A) 28,758 28,315

16,753 17,283

43 56

8 9

11,926 10,927

- - 
26 39

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

(B) 5,860 6,203

5,060 5,389

0 0

12 14

235 168

177 185

615 624

[(A)／{(B)×1/2}]×100

（注） 上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出
しております。なお、当第３四半期会計期間(平成23年12月31日)のソルベンシー・マージン比率は、巨大災害リスクの
基礎数値の一部を当中間会計期間(平成23年9月30日)と同値とみなすなど、計算の一部を簡便化して算出しております。

＜ソルベンシー・マージン比率＞

・損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております

　が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合

　でも、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の（Ｂ））に対する「損害保険会社が保有して

　いる資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の（Ａ））の割合を示す指標として、

　保険業法等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の（Ｃ））であります。

・｢通常の予測を超える危険｣とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

①保険引受上の危険   ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に

　（一般保険リスク） 　  係る危険を除く）

　（第三分野保険の保険リスク）

②予定利率上の危険   ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る

　（予定利率リスク） 　  危険

③資産運用上の危険   ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し

　（資産運用リスク） 　  得る危険等

④経営管理上の危険   ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの

　（経営管理リスク）

⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る

　（巨大災害リスク）   　危険

・「損害保険会社が保有している資本金・準備金等の支払余力｣（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の

　純資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額

　であります。

・ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつでありますが、

　その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされております。

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額（税効果控除前）

ソルベンシー・マージン比率

価格変動準備金

異常危険準備金

ソルベンシー・マージン総額

資本金又は基金等

危険準備金

981.4 ％ 912.8 ％

土地の含み損益

負債性資本調達手段等

払戻積立金超過額

リスクの合計額　(R1+R2)
2+(R3+R4)

2+R5+R6

(C)
ソルベンシー・マージン比率

控除項目

その他

巨大災害リスク（Ｒ6）

一般保険リスク（Ｒ1）

予定利率リスク（Ｒ3）

資産運用リスク（Ｒ4）

経営管理リスク（Ｒ5）

第三分野保険の保険リスク（Ｒ2）
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（単位：百万円）

前事業年度 当第３四半期会計期間

（平成23年3月31日） （平成23年12月31日）

(A) 28,758 28,315

16,753 17,283

43 56

8 9

11,926 10,927

- - 
26 39

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

(B) 9,114 9,668

8,207 8,744

0 0

49 56

400 293

278 291

615 624

[(A)／{(B)×1/2}]×100

　ソルベンシー・マージン比率の信頼性にかかる一層の向上の観点から、ソルベンシー・マージン比率の算出にかかる
法令等が改正され、当事業年度（平成24年3月31日）から新基準（注）が適用されます。適用開始までの間、新基準に
基づいて算出したソルベンシー・マージン比率を参考表示します。

　なお、新基準のソルベンシー・マージン比率は、リスク計測の厳格化等により、現行基準に比べ低下する場合があり

ますが、現行制度と同様、その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされ

ています。

　（注）「新基準」とは、現行基準に平成22年4月20日付内閣府令第23号及び金融庁告示第48号（平成24年3月31日から適用）
　　　　の改定内容を反映したものです。なお、当第３四半期会計期間(平成23年12月31日)のソルベンシー・マージン比率は、　

巨大災害リスクの基礎数値の一部を当中間会計期間(平成23年9月30日)と同値とみなすなど、計算の一部を簡便化して
算出しております。

 

(C)
ソルベンシー・マージン比率

控除項目

その他

巨大災害リスク（Ｒ6）

一般保険リスク（Ｒ1）

予定利率リスク（Ｒ3）

資産運用リスク（Ｒ4）

経営管理リスク（Ｒ5）

第三分野保険の保険リスク（Ｒ2）

％ 585.7 ％

土地の含み損益

負債性資本調達手段等

払戻積立金超過額

リスクの合計額　(R1+R2)
2+(R3+R4)

2+R5+R6

払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のう
ち、マージンに算入されない額

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額（税効果控除前）

【参考】当事業年度（平成24年3月31日）から適用される新基準による数値

価格変動準備金

異常危険準備金

ソルベンシー・マージン総額

資本金又は基金等

危険準備金

631.0
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